
　東京都心にほど近い住宅街にある

古いビルの一室。扉を開くと，大き

な窓から燦
さん

々
さん

と光が差し込んでくる。

この部屋の一角に設けられたスペー

スが，画家・淺井裕介のアトリエだ。

壁画をはじめとした大きな作品の制

作で知られる彼は，このアトリエで

どのように作品と向き合っているの

だろうか。

——窓から見える景色が開けていて，

とても気持ちがいいですね。

淺井　空を見るのが好きだから，こ

の眺めのよさは気に入っています。

日によっては，富士山も見えるんで

すよ。

　ここは住居も兼ねているので，リ

ビングの一角に自分で板を立てて，

アトリエスペースをつくりました。

僕はけっこう，大きな絵を描く人だ

と思われているみたいですが，アト

リエでは小さな絵が描ければいいと

思っていて。一つの絵を描いた上か

らまた描いてというのを繰り返して

いたりします。２年たってもまだ描

き続けているものもある。
——じっくりと制作されるんですね。

淺井　完成させなきゃっていう気持

ちはそこまでないんです。ただ，描

くことで，「これまで見たことのな

いものが見える場所」に行けるとき

があって，その術
すべ

を見つけるのがお

もしろくて描いています。そして，

そういうものが描けたら，忘れない

ように取っておく。作品の種づくり

みたいなものですね。

　知らない場所に行って大きな絵を

描くことも，たぶんこの延長線上に

ある。そこでは，アトリエでつくっ

た種をまいて，ぼんぼん発芽させて

いくみたいな感じで描いています。
——淺井さんの作品には，土と水を

使って描く「泥絵」がありますが，

土を画材にしようと思われたのは，

なぜなのでしょうか。

淺井　僕はたぶん，自分が何かをコ

ントロールするよりも，何かから受

け取ったものを，自分を媒介にして

外に出すほうが得意なんです。だか

ら，自分がコントロールしきれない

ようなものを使って描きたいという

思いがあって。

　2008年にインドネシアで作品制作

をしたときに，「日本から持ち込ん

各地で集めた土。赤みがかったものから，モスグ
リーンに近いものまで，その色彩は豊か。

今年，フィンランドで民族叙事詩を題材にし
た作品を制作したことで，各地の神話にも
興味が芽生えた。

ダイナミックな絵を生む道具たちは，いつでも手
に取れるよう床の上に。

土や絵の具を使って描いたドローイング。旅先で，その場所の土だけを使って描くことも。

どんな場所にも，　そこで生まれてくるべき形があるはず。
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第13回

CAMはメディア・テク

ノロジーを用いた新し

い表現を探求するアー

トセンター。開館当初から「芸術表

現」，「地域」そして「教育」の3分

野で多数のプロジェクトを実施して

いる。YCAMが「教育」を活動の主

軸に据える理由は，昨今のメディ

ア・テクノロジーの進化の中で，子

どもたちがメディア・リテラシーを

身につけるだけでなく，それらを使

いこなして創造力を発揮してほしい

と考えているからだ。

　TECHTILEワークショップは，教

育プログラムの一環として，YCAM

が慶應義塾大学と共同で開発したも

の。“TECHTILE”は造語で，“TECH

nology based tacTILE design”を

意味している。触感そのものや，触

感に関する技術の研究を行う活動を

指すそうだ。スマートフォンなどの

電子機器が欠かせなくなりつつある

現代だからこそ，身体性のあるリア

リティが求められるという考えから，

「触感」に注目したワークショップ

を行っている。

　本来，触り心地とは質感など複数

の感覚が総合されて感じられるもの

だが，このワークショップでは，触

り心地を「振動」と捉え，専用マイク

で採取する。さらに，振動の長さや

強弱を編集できる専用ソフトを使っ

て新しい振動（＝触り心地）をつく

るというのだ。

　ワークショップ会場にはアルミホ

イルやざる，野球バットなどさまざ

まな物が用意され，参加した子ども

たちは専用マイクを使って，夢中で

触り心地を集めていた。そもそも触

感を意識して物に触れることが珍し

く，「触り心地はこんなに多様なん

だなあ」という声も。

　好奇心をもった人間を止められる

ものはない。メディア・テクノロジー

を使って，子どもたちの創造力が走

り出す未来が楽しみだ。

Y

教室を飛びだして

山口県山口市にある山口情報芸術センター（以下Y
ワイカム

CAM）で行われている
TECHTILEワークショップは，「触感」に着目するという

一風変わった試み。その現場に伺いました。

TECHTILEワークショップ

会場に用意された物だけでなく，
自分の着ていた洋服から触感を採取する子も。

山口情報芸術センター［YCAM］
http://www.ycam.jp
TECHTILE専用ページ
http://www.techtile.org

上／ポーズを取って撮影すると，
玉ねぎの皮をむいているように見える。
中左／部員のアイデアスケッチには
地域の特産品が並んだ。
島内には，玉ねぎのUFOキャッチャーが
あるとのこと。
中右／カッパを着て，
ペンキまみれになりながらの制作。
下／個の々作品制作の際も，
アドバイスを言い合えるように
机をつけて活動する。
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　2.5×2.2mのシャッター8枚をキャ

ンバスに，淡路島の特産品が所狭し

と描かれている。

　ここ「南あわじ市南淡 B&G 海洋

センター」は，カヌーやヨットなどさ

まざまな海洋スポーツを体験できる

施設だ。同施設では，利用する人々に

親しみをもってもらおうと，カヌー

などを収容する艇
てい

庫
こ

のシャッターに

アートを取り入れることに。そこで

白羽の矢が立ったのが，艇庫に近接

する南淡中学校の美術部だ。

　顧問の佐
さ

竹
たけ

弘
ひろ

衣
え

先生によると，美

術部では個人制作を中心にしつつ，

年に一度は共同制作に取り組んでい

るという。今回のシャッターアート

の直前にも，文化発表会のステージ

を飾る 2×6mの絵画作品を仕上げ

ていた。しかし，長さ17mに及ぶ大

画面はもちろん初めて。巨大なキャ

ンバスに何を描くかは，部員全員の

アイデアをもとに考えた。

「来た人たちが親しみをもち，記念

写真を撮りたくなるようなシャッター

アート」というテーマのもと，まず

はアイデアスケッチに取りかかる。

キーワードは，2017年のユーキャ

ン新語・流行語大賞にも選ばれた「イ

ンスタ映え」だ。

　県の内外の人々が利用する施設だ

からこそ，淡路島の魅力を画面いっぱ

いに描いて伝えたい。部員それぞれ

が描いて持ち寄ったアイデアスケッ

チには，淡路島の特産品である玉ね

ぎやスイセン，レタスなどが並んで

いた。それをどう効果的に，「インス

タ映え」するように構成するか。

　「インスタ映えといえば，ピンクや

赤，パステルカラーなどのイメージ。

でも，淡路島の最大の魅力である玉

ねぎは地味な色合い。玉ねぎをどう

やってインスタ映えさせるかは，皆

で知恵を絞りました」と語るのは，

部長の藤
ふじ

原
わら

ももさん。色が難しいの

であれば，形を工夫する。鑑賞者が

ポーズを取ると玉ねぎの皮をむいて

いるように見えるアイデアは，話し

合いの中で生まれた。

　佐竹先生によると，今回のシャッ

ターアートの制作は，部員が地域の

魅力を改めて見つめ直す機会になっ

たという。また，個人制作では抜け

落ちがちな「見た人はどう思うか？」

という視点をもって制作した作品で

もある。見た人に淡路島の魅力が伝

わり，そこで記念の1 枚を撮りたく

なるように。部員たちは常にそれを

意識していた。この経験は，今後の

制作にも生かされていくことだろう。

「また同様の共同制作に取り組んで

みたい。自分の視点だけでは生まれ

ないものが，たくさん出てくるから」。

藤原さんは，笑顔でそう語ってくれ

た。

長さ17mに及ぶ大画面

地域の魅力を発信

美術部へようこそ！
兵庫県淡路島の最南端に位置する南淡中学校の美術部。
地域に新しい「インスタ映え」スポットを生み出した，
シャッターアートの取り組みをご紹介します。

兵庫県南あわじ市立南淡中学校
なん  だん
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だ画材ではなくて，この土地にある

ものを使いたい」と思って選んだの

が土でした。インドネシアという国

にすごく生命力を感じて，それを支

えている土を使ってみようと。実際，

使ってすぐに，自分と相性がいいこ

とがわかった。
——土って，実は色彩豊かなのです

ね。

淺井　土は，やっぱり場所によって

ぜんぜん違いますね。僕は，その場

所で生まれる生命力みたいなものに

興味があるんです。どんな場所にも，

そこで生まれてくるべき形があるは

ずだ，と。前にインドの小学校の教

室で描いた壁画の中に，逆さまの顔

の絵があるんですが，あれは当初，

逆さまに描くつもりじゃなかった。

でも鼻を描くときに，どうしてか手

が上に動いて，逆さまになったんで

す。まるで，それがあるべき形であっ

たかのように。

　そんなふうに場所と自分とがぶつ

かって，描きたいものが裏切られる

ときには，すごく興奮します。それ

は，自分が「こだわり」だと思って

いたものが，ただの「とらわれ」な

んじゃないかって揺らぐ瞬間でもあ

るから。「とらわれ」では，いいも

のはできないんです。

　相性って大事で，いまだに土には

飽きません。最近，絵の具に土を混

ぜて描いたりもしています。陶芸に

も興味があるし，今後は，そうやっ

て土の力をもう少し拡張していくこ

とも試してみたいと思っています。

あさい・ゆうすけ　1981年東京都生まれ。マスキ
ングテープとペンを自在に操って植物を描く「マス
キングプラント」，現地で採取した土と水を使用して
動物や植物を描く「泥絵」のシリーズなど，屋内外
のさまざまな場所に，身近な素材を用いて作品を制
作。「VOCA展2009 大原美術館賞」受賞。近年
の主な個展に，彫刻の森美術館での「淺井裕介 
̶絵の種 土の旅」（2015-2016年）。

どんな場所にも，　そこで生まれてくるべき形があるはず。
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の眺めのよさは気に入っています。
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すべ

を見つけるのがお
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ある。そこでは，アトリエでつくっ

た種をまいて，ぼんぼん発芽させて
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——淺井さんの作品には，土と水を

使って描く「泥絵」がありますが，

土を画材にしようと思われたのは，

なぜなのでしょうか。

淺井　僕はたぶん，自分が何かをコ

ントロールするよりも，何かから受

け取ったものを，自分を媒介にして

外に出すほうが得意なんです。だか

ら，自分がコントロールしきれない

ようなものを使って描きたいという

思いがあって。

　2008年にインドネシアで作品制作

をしたときに，「日本から持ち込ん

各地で集めた土。赤みがかったものから，モスグ
リーンに近いものまで，その色彩は豊か。

今年，フィンランドで民族叙事詩を題材にし
た作品を制作したことで，各地の神話にも
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に取れるよう床の上に。
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ノロジーを用いた新し

い表現を探求するアー

トセンター。開館当初から「芸術表

現」，「地域」そして「教育」の 3 分

野で多数のプロジェクトを実施して

いる。YCAMが「教育」を活動の主

軸に据える理由は，昨今のメディ

ア・テクノロジーの進化の中で，子

どもたちがメディア・リテラシーを

身につけるだけでなく，それらを使

いこなして創造力を発揮してほしい

と考えているからだ。

　TECHTILEワークショップは，教

育プログラムの一環として，YCAM

が慶應義塾大学と共同で開発したも

の。“TECHTILE”は造語で，“TECH

nology based tacTILE design”を

意味している。触感そのものや，触

感に関する技術の研究を行う活動を

指すそうだ。スマートフォンなどの

電子機器が欠かせなくなりつつある

現代だからこそ，身体性のあるリア

リティが求められるという考えから，

「触感」に注目したワークショップ
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り心地を「振動」と捉え，専用マイク

で採取する。さらに，振動の長さや

強弱を編集できる専用ソフトを使っ

て新しい振動（＝触り心地）をつく

るというのだ。
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イルやざる，野球バットなどさまざ
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　好奇心をもった人間を止められる
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を使って，子どもたちの創造力が走

り出す未来が楽しみだ。
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藤原さんは，笑顔でそう語ってくれ

た。

長さ17mに及ぶ大画面

地域の魅力を発信

美術部へようこそ！
兵庫県淡路島の最南端に位置する南淡中学校の美術部。
地域に新しい「インスタ映え」スポットを生み出した，
シャッターアートの取り組みをご紹介します。

兵庫県南あわじ市立南淡中学校
なん  だん
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だ画材ではなくて，この土地にある

ものを使いたい」と思って選んだの

が土でした。インドネシアという国

にすごく生命力を感じて，それを支

えている土を使ってみようと。実際，

使ってすぐに，自分と相性がいいこ

とがわかった。
——土って，実は色彩豊かなのです

ね。

淺井　土は，やっぱり場所によって

ぜんぜん違いますね。僕は，その場

所で生まれる生命力みたいなものに

興味があるんです。どんな場所にも，

そこで生まれてくるべき形があるは

ずだ，と。前にインドの小学校の教

室で描いた壁画の中に，逆さまの顔

の絵があるんですが，あれは当初，

逆さまに描くつもりじゃなかった。

でも鼻を描くときに，どうしてか手

が上に動いて，逆さまになったんで

す。まるで，それがあるべき形であっ

たかのように。

　そんなふうに場所と自分とがぶつ

かって，描きたいものが裏切られる

ときには，すごく興奮します。それ

は，自分が「こだわり」だと思って

いたものが，ただの「とらわれ」な

んじゃないかって揺らぐ瞬間でもあ

るから。「とらわれ」では，いいも

のはできないんです。

　相性って大事で，いまだに土には

飽きません。最近，絵の具に土を混

ぜて描いたりもしています。陶芸に

も興味があるし，今後は，そうやっ

て土の力をもう少し拡張していくこ

とも試してみたいと思っています。

あさい・ゆうすけ　1981年東京都生まれ。マスキ
ングテープとペンを自在に操って植物を描く「マス
キングプラント」，現地で採取した土と水を使用して
動物や植物を描く「泥絵」のシリーズなど，屋内外
のさまざまな場所に，身近な素材を用いて作品を制
作。「VOCA展2009 大原美術館賞」受賞。近年
の主な個展に，彫刻の森美術館での「淺井裕介 
̶絵の種 土の旅」（2015-2016年）。

どんな場所にも，　そこで生まれてくるべき形があるはず。
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